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Figueroa A, Okamoto T, Jaime SJ, Fahs CA. Impact of high- and low-intensity resistance training on arterial sti�ness 

and blood pressure in adults across the lifespan: a review. P�ugers Arch. 2019 Mar;471(3):467-478.

Kobayashi R, Hashimoto Y, Okamoto T. E�ects of acute footbath before and a�er glucose ingestion on arterial sti�ness. 

J Clin Biochem Nutr. 2019 Mar;64(2):164-169.

Kobayashi R, Hashimoto Y, Hatakeyama H, Okamoto T. Acute e�ects of repeated bouts of aerobic exercise on arterial 

sti�ness a�er glucose ingestion. Clin Exp Hypertens. 2019;41(2):123-129.

05	小林正利（体育学部・教授）

梶 規子 , 関口 遵 , 小林 正利 , 入江 一憲 . 大学アメリカンフットボール部における安全確保の取り組みについて：
メディカルスタッフを中心とした安全管理体制の構築 . スポーツ危機管理研究 . 2022 4:11-21.

福地 かおり , 鈴川 一宏 , 小林 正利 , 具志堅 武 , 永田 康喜 , 重田 唯子 , 小木曽 洋介 , 藤原 紗音 , 髙木 祐介 . 喘息体
質の有無による小学校高学年児童の体力指標の特性に関する一考察 . 奈良教育大学紀要 . 2022 69(1):139-

144.

黄 仁官 , 小林 哲郎 , 別府 健至 , 小林 正利 . 女性アスリートにおける低骨密度のリスクファクターとビタミンD

受容体遺伝子多型との関連性 . 運動とスポーツの科学 . 2020 25(2):49-59.
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06	杉田正明（体育学部・教授）

笹田 夏実 , 杉田 正明 . 女子体操選手のアンケート調査からみた競技キャリア , 練習状況およびスポーツ傷害の
実態と育成期における課題の抽出について . トレーニング科学 . 2023 35(3):287-295.

温水 鴻介 , 石井 健人 , 杉田正明 . 日本の女子プロサッカー選手12名におけるゲーム中の運動強度およびランニ
ングパフォーマンスに関する研究 . トレーニング科学 . 2023 35(3):319-327.

西川 功征 , 増田 隆昌 , 石川 大仁 , 永山 千尋 , 積志 保子 , 堀田 拓哉 , 大滝 尋美 , 荒木 雄介 , 渡辺 陽介 , 河村 亜希 , 

杉田 正明 . バナナ継続摂取がアスリートの運動パフォーマンスおよび疲労に及ぼす影響―ランダム化単盲
検クロスオーバー試験― . トレーニング科学 . 2023 35(3):329-337.

Kawamura A, Sugita M. Perilla Oil, An Omega-3 Unsaturated Fatty Acid-Rich Oil, Enhances Diversity of Gut 

Microbiota and May Relieve Constipation in Sedentary Healthy Female: A Nonrandomized Placebo-Controlled 

Pilot Study. Dietetics. 2023 2(2):191-202.

橋本 峻 , 大森 由理 , 谷口 耕輔 , 杉田 正明 . Core Controlを用いた運動前の手掌冷却が暑熱環境下一定負荷運動時
の生理応答に及ぼす影響 . トレーニング科学 . 2023 35(2):215-223.

石井 健人 , 温水 鴻介 , 杉田 正明 . 心拍数とゲーム分析結果からみた大学女子アイスホッケーの競技特性 . ト
レーニング科学 . 2023 35(2):237-244.

Takahashi M, Bando Y, Fukui T, Maruyama A, Sugita M. Straight Jump Landing Position of Trampoline Gymnasts with 

Stable Occlusal Balance Re�ects Standing Postural Control Function. Appl Sci. 2023 13(11):6689,

Takahashi M, Bando Y, Fukui T, Maruyama A, Sugita M. Influence of Occlusion on Flight Time in Trampoline 

Competition. International Journal of Dentistry and Oral Health. 9(1).

谷口 耕輔 , 平山 満敬 , 杉田 正明 . 飛騨御嶽高原高地トレーニングエリアにおける医・科学サポート（寄稿）. 
Strength & conditioning journal. 2023 30(3):13-22.

中澤 翔 , 崎田 嘉寛 , 上野 弘聖 , 横山 順一 , 杉田 正明 . 陸上競技・大学男子長距離選手のトレーニング指標および
コンディション指標と競技記録の関係 . 体育学研究 . 2023 68(0):277-289.

Kapoor MP, Sugita M, Kawaguchi M, Timm D, Kawamura A, Abe A, Okubo T. In�uence of iron supplementation 

on fatigue, mood states and sweating profiles of healthy non-anemic athletes during a training exercise: A 

double-blind, randomized, placebo-controlled, parallel-group study. Contemp Clin Trials Commun. 2023 Feb 

3;32:101084.

Takahashi M, Bando Y, Fukui T, Maruyama A, Sugita M. Equalization of the Occlusal State by Wearing a Mouthguard 

Contributes to Improving Postural Control Function. Appl Sci. 2023 13(7):4342.

黒﨑 渥矢 , 阿江 通良 , 新垣 太世 , 沼津 直樹 , 杉田 正明 . 10000 mレースにおける男子長距離走者の走動作タイプ
の変化について . 日本体育大学紀要 . 2023 52:1089-1101.

谷口 耕輔 , 橋本 峻 , 後藤 晴彦 , 杉田 正明 . 国内高地トレーニング時におけるSpO2/脈拍比を用いたコンディ
ション評価に関する研究─日本人一流長距離走選手を対象として─ . トレーニング科学 . 2022 34(4):323-

333.

新谷 昴 , 野村 由実 , 杉田 正明 . 自転車エルゴメーターにおける負荷精度および最大無酸素パワー測定精度の検
討 . トレーニング科学 . 2022 34(4):345-352.

杉田 正明 . 東京2020オリンピック競技大会における選手村内での日本オリンピック委員会情報・科学サポート
について（寄稿）. Journal of High Performance Sport 特集 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
サポート特集 . 2022 9:59-67.

西村 篤寿 , 杉田 正明 . 貧血症状の改善が期待される蔵華乳酸菌LTK-1の「フェムケア」素材としての可能性（寄
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稿）. Food style21. 2022 26(9):39-45.

橋本 峻 , 山下 奈瑠美 , 谷口 耕輔 , 杉田 正明 . 暑熱環境と中性温環境における同一負荷での持久的運動中の発汗
成分の比較 . 体力科学 . 2022 71(4):333-343.

Kawamura A, Nemoto K, Sugita M. E�ect of 8-week intake of the n-3 fatty acid-rich perilla oil on the gut function and 

as a fuel source for female athletes: a randomised trial. Br J Nutr. 2022 Jun 16;129(6):1-11.

Hoga-Miura K, Hirokawa R, Sugita M, Enomoto Y, Kadono H, Suzuki Y. Reconstruction of walking motion without 

flight phase by using computer simulation on the world elite 20km female race walkers during official race. 

Gazzetta Medica Ital. Arch. per le Sci. Mediche. 2022 181(5):303-14.

新谷 昴 , 土井 畑知里 , 杉田 正明 . 2019世界選手権大会で優勝したトランポリン競技選手のパフォーマンス向上
過程における事例研究 . トレーニング科学 . 2022 34(1):61-71.

野村 由実 , 杉田 正明 . 運動と対話で構成される単回の出産後プログラムのストレス緩和効果 . 運動とスポーツ
の科学 . 2022 27(2):119-127.

中澤 翔 , 杉田 正明 , 横山 順一 , 崎田 嘉寛 . 大学長距離走の指導者におけるトレーニング計画の立案方法 . 日本体
育大学紀要 . 2022 51:1071–1077.

Fukuchi M, Sugita M, Banjo M, Yonekura K, Sasuga Y. �e impact of a competitive event and the e�cacy of a lactic 

acid bacteria-fermented soymilk extract on the gut microbiota and urinary metabolites of endurance athletes: An 

open-label pilot study. PLoS One. 2022 Jan 27;17(1):e0262906.

新谷 昴 , 山崎 博和 , 杉田 正明 . トランポリン競技における世界と日本の獲得点数からみた強化戦略 . 体育学研
究 . 2022 67:103-112.

Kawamura A, Hashimoto S, Suzuki M, Ueno H, Sugita M. Oligomerized polyphenols in lychee fruit extract 

supplements may improve high-intensity exercise performance in male athletes: a pilot study. Phys Act Nutr. 2021 

Sep;25(3):8-15.

野村 由実 , 荒木 智子 , 吉岡 マコ , 杉田 正明 . コロナ禍における産後女性の心身の健康支援を目的としたオンラ
インプログラムの評価（第1報）. 女性心身医学 . 2021 26(2):153-164.

新谷 昴 , 千葉 崇博 , 泉 建史 , 杉田 正明 . 国際試合におけるストレスが日本代表トランポリン競技選手の唾液バ
イオマーカーとコンディションに及ぼす影響 . トレーニング科学 . 2021 33(3):225-231.

Ueno H, Nakazawa S, Takeuchi Y, Sugita M. Relationship between Step Characteristics and Race Performance during 

5000-m Race. Sports (Basel). 2021 Sep 17;9(9):131.

土屋 裕睦 , 秋葉 茂季 , 衣笠 泰介 , 杉田 正明 . 新型コロナウイルス感染症の拡大が我が国におけるトップアス
リートの精神的健康 , 心理的ストレス及びコミュニケーションに与える影響―日本オリンピック委員会
によるアスリート調査結果2（事例報告）. Journal of High Performance Sport 特集 新型コロナウイルス感染
症予防のための活動の自粛期間と再開期におけるトップアスリートへの影響 ̶日本オリンピック委員会 

（JOC）によるアンケート調査とハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）での事例 . 2021 7:13-22.

杉田 正明 , 広瀨 統一 , 立花 泰則 , 尾崎 宏樹 , 土屋 裕睦 . 新型コロナウイルス感染症の拡大が我が国における
トップアスリートの練習環境 , トレーニング及び情報収集に与える影響―日本オリンピック委員会による
アスリート調査結果1（事例報告）. Journal of High Performance Sport 特集 新型コロナウイルス感染症予防
のための活動の自粛期間と再開期におけるトップアスリートへの影響 ̶日本オリンピック委員会（JOC）
によるアンケート調査とハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）での事例 . 2021 7:3-12.

Kapoor MP, Sugita M, Fukuzawa Y, Timm D, Ozeki M, Okubo T. Green Tea Catechin Association with Ultraviolet 

Radiation-Induced Erythema: A Systematic Review and Meta-Analysis. Molecules. 2021 Jun 17;26(12):3702.

河村 亜希 , Kappor MP, 杉田 正明 . 1か月間の低用量の鉄サプリメント摂取が発汗を伴う運動習慣のある女性に
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おける主観的コンディションに及ぼす影響 . トレーニング科学 . 2021 33(2):147-154.

杉浦 雄策 , 佐久間 和彦 , 杉田 正明 . 4×100mリレー・パフォーマンス向上のためのアンダーハンドパス技術と
戦略 . 陸上競技学会誌 . 2021 19:65-77.

中澤 翔 , 柚木 孝敬 , 瀧澤 一騎 , 山代 幸哉 , 小野 木俊 , 横山 順一 , 杉田 正明 , 崎田 嘉寛 . 大学男子長距離競技者に
おけるトレーニングの実施状況および意識の特徴：2019年度のアンケート調査より . 陸上競技研究 . 2021 

124(1):23-30.

橋本 峻 , 杉田 正明 . 簡易測定器（LAQUAtwin）を用いた汗中Ca濃度測定における妥当性の検討 . 日本体育大学
スポーツ科学研究 . 2020 9:24-29.

竹内 洋輔 , 吉岡 伸彦 , 阿江 数通 , 杉田 正明 . フィギュアスケートの新ルールにおける得点の獲得戦略に関する
一考察―男女シングル テクニカルエレメントスコアーに関する国際スケート連盟総会決定事項から― . 氷
上スポーツ研究 . 2(1):2-14.

谷口 耕輔 , 杉田 正明 .　安静時における一過性の高濃度酸素吸入が心拍変動及び酸化ストレスに与える影響 . 

運動とスポーツの科学 . 2020 26(1):11-20.

河村 亜希 , 杉田 正明 . 女子長距離選手における24か月間のEPAおよびDHAの摂取による血中脂肪酸濃度の変
化 .日本栄養・食糧学会誌 . 2020 73(5):199-205.

河村 亜希 , 杉田 正明 , 西澤 美春 , 佐藤 洋平 , 小林 史明 . 女子長距離選手における6か月間のn‒3系脂肪酸含有食
品の摂取が血中脂質の変化に及ぼす影響 . 日本栄養士会雑誌 . 2020 63(8):439-446.

橋本 峻 , 杉田 正明 . カプセル式深部体温測定器における妥当性の検討 . 日本体育大学紀要 2020 49:3021-3025.

杉田 正明 . 競技スポーツ選手を対象とした高地トレーニングの科学（寄稿）. 生体の科学 特集 スポーツ科学 : 

2020オリンピック・パラリンピックによせて . 2020 71(3):193-199.

Hoga-Miura K, Hirokawa R, Sugita M, Enomoto Y, Kadono H, Suzuki Y. A three-dimensional kinematic analysis of 

walking speed on world elite women’s 20-km walking races using an inverted pendulum model. Gazzetta Medica 

Ital. Arch. per le Sci. Mediche. 2020 179(1-2) 29-38.

酒井 健介 , 須永 美歌子 , 貴嶋 孝太 , 森丘 保典 , 真鍋 知宏 , 山本 宏明 , 杉田 正明 . 高校生エリート陸上選手におけ
るサプリメント使用状況 . 陸上競技研究紀要 . 2020 15:81-93.

野村 由実 , 杉田 正明 . 自転車エルゴメーターにおける負荷精度の検討 . トレーニング科学 . 2020 32(1):33-39.

谷口 耕輔 , 杉田 正明 . 高校男子長距離走選手の試合期における酸化ストレス , 心理的状態及び主観的コンディ
ションに関する研究 . スポーツパフォーマンス研究 . 2020 12:57-71.

坂東 陽月 , 高橋 睦 , 杉田 正明 . スポーツ関係者および歯科医療関係者に対するスポーツ歯科学についてのアン
ケート調査 . スポーツ歯学 . 2020 22(2):29-36.

杉田 正明 . コーチングの力量（寄稿）. 体育の科学 特集 スポーツにみる“力”の多様性 . 2019 69:651-657.

Fujita S, Kusano S, Sugiura Y, Sakuraba K, Kubota A, Sakuma K, Suzuki Y, Hayamizu K, Aoki Y, Sugita M. A 100-

m Sprint Time Is Associated With Deep Trunk Muscle �ickness in Collegiate Male Sprinters. Front Sports Act 

Living. 2019 Sep 24;1:32.

坂東 陽月 , 高橋 睦 , 福井 卓也 , 丸山 章子 , 杉田 正明 . トランポリン選手における咬合接触状態と姿勢制御機能
の関連 . スポーツ歯学 . 2019 23(1):14-20.

杉田 正明 . 浅間山麓高地エリアにおける高地トレーニングの展開（寄稿）. 月刊スポーツメディスン . 2019 

211:26-28.

坂東 陽月 , 高橋 睦 , 杉田 正明 . スポーツ関係者および歯科医療関係者に対するスポーツ歯科学についてのアン
ケート調査 . スポーツ歯学 . 2019 22(2):29-36.

坂東 陽月 , 高橋 睦 , 小口 貴久 , 福井 卓也 , 丸山 章子 , 松井 陽子 , 杉田 正明 . スケルトン競技のオリンピック強化
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指定選手に対する歯科学的サポート . スポーツ歯学 . 2019 22(2):50-55.

杉田 正明 . 持久力に寄与する高地トレーニング最新情報（寄稿）. コーチングクリニック . 2019 33(4):18-22.

杉田 正明 . 東京2020のマラソンの科学的対応について（寄稿）. 月刊スポーツメディスン . 2019 207:2-7.

07	野井真吾（体育学部・教授）

野井 真吾 . 光・暗闇・外あそびで健やかに！（寄稿）. 特定非営利活動法人東京都公立保育園研究会の広報 . 2023 

262:20-37.

勝崎 由美，鹿野 晶子，今井 夏子，野井 真吾 . 昼行性の睡眠状況・生活行動に表れるインターネット依存傾向
の特徴：決定木分析を用いて . 日本幼少児健康教育学会誌 . 2023 8:61-70.

笠井 茜，湊谷 勇次，鹿野 晶子，野井 真吾 . 小学5年生における平日と休日の屋外光曝露と身体活動の比較：屋
外光曝露時間と歩数を用いて . 日本教育保健学会誌 . 2023 30:45-53.

田中 良，鹿野 晶子，野井 真吾 . 身体活動を組み込む座学の授業に対する中学生の主観的評価 . 日本教育保健学
会誌 . 2023 30:33-43.

Minatoya Y, Shikano A, Kosuke T, Noi S. �e relationship between light exposure and bedtime/wake-up time during 

school days, holidays, and long-stay camp period in Japanese children. Biol Rhythm Res. 2023 54(3):276-290.

原 英樹，倉田 クラン，岡本 武志，板谷 厚，鹿野 晶子，野井 真吾，夏昭 英房 . Go/no-go課題から観る好ましい
発育発達の条件－自然環境の豊かさを念頭において－ . 國學院大學人間開発学研究 . 2023 14:87-101.

野井 真吾 . 身体活動／スクリーンタイムの組み合わせと体力・運動能力，挑戦意欲との関連を考える . 令和4年
度「東京都児童・生徒体力・運動能力，生活，運動習慣等調査」報告書 . 東京都教育委員会 . 2023:14-16.

Tanaka C, Shikano A, Imai N, Chong KH, Howard SJ, Tanabe K, Okely AD, Taylor EK, Noi S. Accelerometer-Measured 

Physical Activity and Sedentary Time among Children in Japan before and during COVID-19: A Cross-Sectional 

and Longitudinal Analysis. Int J Environ Res Public Health. 2023 Jan 9;20(2):1130.

Eto T, Kitamura S, Nishimura K, Takeoka K, Nishimura Y, Lee SI, Ohashi M, Shikano A, Noi S, Higuchi S. Circadian 

phase advances in children during camping life according to the natural light-dark cycle. J Physiol Anthropol. 

2022 Dec 16;41(1):42.

Morita A, Shikano A, Nakamura K, Noi S, Fujiwara T. Oxytocin Reactivity during a Wilderness Program without 

Parents in Adolescents. Int J Environ Res Public Health. 2022 Nov 22;19(23):15437.

野井 真吾 . 長引くコロナ禍で考える－子どもの「育ち」と「学び」［食べもの文化 特集 長引くコロナ禍で考える
－子どもの「育ち」と「学び」］（寄稿）. 芽ばえ社 . 2022 581:4-12.

Shikano A, Noi S. Go/no-go task performance of Japanese children: Di�erences by sex, grade, and lifestyle habits. 

Front Public Health. 2022 Aug 22;10:883532.

Tanaka R, Noi S. E�ects of using standing desks for 45 minutes on the stress and executive function of elementary 

school students. PLoS One. 2022 Aug 18;17(8):e0272035.

野井 真吾 . ウクライナ危機で考える！戦争と子どもの“からだと心”［子どものしあわせ 特集 今こそ「子どもら
に平和を」］（寄稿）. 日本子どもを守る会 . 2022 858:16-23.

Kidokoro T, Tomkinson GR, Noi S, Suzuki K. Japanese physical �tness surveillance: A greater need for international 

publications that utilize the world’s best physical �tness database. J Phys Fitness Sports Med. 2022 11(3):161-167.
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Kidokoro T and Miyashita M.　Combined associations of cardiorespiratory �tness and grip strength with non-high-

density lipoprotein cholesterol concentrations among Japanese children and adolescents. J Phys Fitness Sports 

Med. 2020 9(3):135-142. 

Kidokoro T, Kohmura Y, Fuku N, Someya Y, Suzuki K. Secular trends in the grip strength and body mass index of sport 

university students between 1973 and 2016: J-Fit＋ study. J Exerc Sci Fit. 2020 Jan;18(1):21-30.

Kidokoro T, Suzuki K, Naito H, Balasekaran G, Song JK, Park SY, Liou YM, Lu D, Poh BK, Kijboonchoo K, Hui 

SS. Moderate-to-vigorous physical activity attenuates the detrimental effects of television viewing on the 

cardiorespiratory �tness in Asian adolescents: the Asia-�t study. BMC Public Health. 2019 Dec 27;19(1):1737.

Kidokoro T, Shimizu Y, Edamoto K, Annear M. Classroom Standing Desks and Time-Series Variation in Sedentary 

Behavior and Physical Activity among Primary School Children. Int J Environ Res Public Health. 2019 May 

29;16(11):1892.

柳岡 拓磨 , 降籏 泰史 , 小泉 友範 , 井上 尚彦 , 三原 隆一 , 太田 宣康 , 峯岸 慶彦 , 大塚 敦子 , 下豊 留玲 , 城所 哲宏 , 

柏原 杏子 , 山 上隼平 , 宮下 政司 . 高濃度茶カテキン継続摂取及びアラニン・プロリン配合ゼリー飲料単回
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摂取の併用が全身持久力に与える影響 . 日本スポーツ栄養研究誌 . 2019 12:21-32. 

Annear MJ, Shimizu Y, Kidokoro T. Sports mega-event legacies and adult physical activity: A systematic literature 

review and research agenda. Eur J Sport Sci. 2019 Jun;19(5):671-685.

14	鹿野晶子（体育学部・准教授）

勝崎 由美，鹿野 晶子，今井 夏子，野井 真吾 . 昼行性の睡眠状況・生活行動に表れるインターネット依存傾向
の特徴：決定木分析を用いて . 日本幼少児健康教育学会誌 . 2023 8:61-70.

笠井 茜，湊谷 勇次，鹿野 晶子，野井 真吾 . 小学5年生における平日と休日の屋外光曝露と身体活動の比較：屋
外光曝露時間と歩数を用いて . 日本教育保健学会誌 . 2023 30:45-53.

田中 良，鹿野 晶子，野井 真吾 . 身体活動を組み込む座学の授業に対する中学生の主観的評価 . 日本教育保健学
会誌 . 2023 30:33-43.

Minatoya Y, Shikano A, Kosuke T, Noi S. �e relationship between light exposure and bedtime/wake-up time during 

school days, holidays, and long-stay camp period in Japanese children. Biol Rhythm Res. 2023 54(3):276-290.

原 英樹，倉田 クラン，岡本 武志，板谷 厚，鹿野 晶子，野井 真吾，夏昭 英房 . Go/no-go課題から観る好ましい
発育発達の条件－自然環境の豊かさを念頭において－ . 國學院大學人間開発学研究 . 2023 14:87-101.

Tanaka C, Shikano A, Imai N, Chong KH, Howard SJ, Tanabe K, Okely AD, Taylor EK, Noi S. Accelerometer-Measured 

Physical Activity and Sedentary Time among Children in Japan before and during COVID-19: A Cross-Sectional 

and Longitudinal Analysis. Int J Environ Res Public Health. 2023 Jan 9;20(2):1130.

Eto T, Kitamura S, Nishimura K, Takeoka K, Nishimura Y, Lee SI, Ohashi M, Shikano A, Noi S, Higuchi S. Circadian 

phase advances in children during camping life according to the natural light-dark cycle. J Physiol Anthropol. 

2022 Dec 16;41(1):42.

Morita A, Shikano A, Nakamura K, Noi S, Fujiwara T. Oxytocin Reactivity during a Wilderness Program without 

Parents in Adolescents. Int J Environ Res Public Health. 2022 Nov 22;19(23):15437.

Shikano A, Noi S. Go/no-go task performance of Japanese children: Di�erences by sex, grade, and lifestyle habits. 

Front Public Health. 2022 Aug 22;10:883532.

Kidokoro T, Minatoya Y, Imai N, Shikano A, Noi S. �e Immediate and Lasting E�ects of Resident Summer Camp on 

Movement Behaviors Among Children. Front Pediatr. 2022 Jun 28;10:912221.

Imai N, Shikano A, Kidokoro T, Noi S. Risky Play and Social Behaviors among Japanese Preschoolers: Direct 

Observation Method. Int J Environ Res Public Health. 2022 Jun 27;19(13):7889.

田中 良 , 鹿野 晶子 , 田邊 弘祐 , 森田 舞 , 浅田 晴之 , 野井 真吾 . グループワーク時における立ち机の利用が大学
生 , 大学院生の発言に及ぼす影響 . 大阪体育大学紀要 . 2022 53:37-45.

Noi S, Shikano A, Imai N, Tamura F, Tanaka R, Kidokoro T, Yoshinaga M. �e Changes in Visual Acuity Values of 

Japanese School Children during the COVID-19 Pandemic. Children (Basel). 2022 9(3):342.

田村 史江 , 今井 夏子 , 田中 良 , 鹿野 晶子 , 吉永 真理 , 野井 真吾 . COVID-19パンデミックによる長期休校中と休
校明けの子どもの困りごとと保護者の心配ごとの実態 . 日本幼少児健康教育学会誌 . 2022 7:83-96.

野井 真吾 , 鹿野 晶子 , 中島 綾子 , 下里 彩香 , 松本 稜子 . 子どもの“からだのおかしさ”に関する保育・教育現場の
実感：「子どものからだの調査2020」の結果を基に . 日本教育保健学会年報 . 2022 29:3-17.
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Kidokoro T, Shikano A, Tanaka R, Tanabe K, Imai N, Noi S. Di�erent Types of Screen Behavior and Depression in 

Children and Adolescents. Front Pediatr. 2022 Jan 24;9:822603.

鹿野 晶子 . 遊びが育む子どものからだ／遊びが育む子どもの心［子どもの運動・遊び－健康と安全を目指し 

て－］（著書・共著）. アイ・ケイ コーポレーション . 2021 16-19/20-23.

野井 真吾 , 鹿野 晶子 . 子どものからだと心の現実とその権利の保障状況を映し出す『子どものからだと心白書』
［子どものしあわせ 特集 さまざまな白書］（寄稿）. 日本子どもを守る会 . 2021 847:8-11.

榎本 夏子 , 鹿野 晶子 , 野井 真吾 . 幼児期の遊び経験に関連する生活状況・家庭環境要因の検討 . こども環境学研
究 . 2021 17(2):54-59.

鹿野 晶子 . データが語るコロナ禍の子どものからだと心［子ども白書2021］（著書・共著）. かもがわ出版 . 2021 

102-104.

鹿野 晶子 . 下里 彩香 , 中島 綾子 , 野井 真吾 . 小・中学校の養護教諭 , 教諭が実感する子どもの健康課題の特徴―
「子どものからだの調査2015」における自由記述文の計量テキスト分析を基に― . 日本教育保健学会年報 . 

2021 28:39-47.

Noi S, Shikano A, Tanaka R, Tanabe K, Enomoto N, Kidokoro T, Yamada N, Yoshinaga M. �e Pathways Linking 

to Sleep Habits among Children and Adolescents: A Complete Survey at Setagaya-ku, Tokyo. Int J Environ Res 

Public Health. 2021 Jun 10;18(12):6309.

Noi S, Shikano A, Yamada N, Tanaka R, Tanabe K, Tsuji H. E�ects of change in residence to a mountain village on 

children’s melatonin responses. Biol Rhythm Res, 2021 52(1), 60-69.

渡辺 晃 , 田中 良 , 田邊 弘祐 , 鹿野 晶子 , 野井 真吾 . 小学4年生を対象とした睡眠の「みえる化」実践の効果検証 , 

日本幼少児健康教育学会誌 . 2020 6(1):31-48.

野井 真吾 , 田邊 弘祐 , 鹿野 晶子 . 学校での教室座席と子どもの睡眠状況 , メラトニン分泌パタンとの関連 . 発育
発達研究 . 2020 89:12-21.

Ishihama K, Shikano A and Noi S What Japanese children actually do and what they wish to do in their free time, Child 

Care in Practice. Child Care Pract. 2020 28(3):1-13.

野井 真吾 , 千竃 健人 , 鹿野 晶子 , 田中良 , 田邊弘祐 , 山田直子 , 渡辺晃 . 10～18歳の子どもにおけるエナジード
リンクの摂取実態と摂取者の身体症状・生活状況の特徴 . 学校保健研究 . 2020 62(3):166-177.

田邊 弘祐 , 鹿野 晶子 , 野井 真吾 . 子どものメラトニン分泌パタンに関連する生活状況の検討 . 発育発達研究 . 

2020 87:20-28.

野井 真吾 , 鹿野 晶子 . 子どもの“からだと心”を育む身体活動の可能性［子どもと発育発達 特集 子どもの“元
気”を育む身体活動の可能性］（寄稿）. 杏林書院 . 2020 18:16-21.

鹿野 晶子 , 増田 修治 , 野井 真吾 . 保育所における「散歩」が子どものメラトニン分泌パタンと生活状況に及ぼす
影響 . こども環境学研究 . 2019 15(2):77-82.

野井 真吾 , 鹿野 晶子 . 特集 子どものからだと心のSOS：国連・子どもの権利委員会が懸念する日本の子どもの
“からだと心”［食べもの文化］（寄稿）. 芽ばえ社 . 2019 541:6-30.

野井 真吾 , 鹿野 晶子 , 渡辺 晃 . 睡眠の「みえる化」をめざした「健康観察シート」の効果 . 子どもと発育発達 . 

2019 16:231-237.

野田 耕 , 鹿野 晶子 , 田中 良 , 野井 真吾 . 小学校の休み時間における主体的身体活動を生起する生活要因―小学3

～6年生の場合 . 日本幼少児健康教育学会誌 . 2019 5(1):5-12.

王 明亮 , 田中 良 , 鹿野 晶子 , 岡田 雄樹 , 近藤 智靖 , 野井 真吾 . 中国・蒙古族の子どもの自律神経機能の実態をそ
の生活背景 . 日本幼少児健康教育学会誌 . 2019 4(2):51-58.

Shikano A, Noi S. �e Characteristics of Higher Brain Function Types as Assessed with a go/no-go Task in Japanese 
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Children. School Health. 2019 15:1-10.

15	田村優樹（体育学部・准教授）

Yoshida Y, Tamura Y, Kouzaki K, Nakazato K. Dietary apple polyphenols enhance mitochondrial turnover and 

respiratory chain enzymes. Exp Physiol. 2023 Sep 1.

Kwon OS, Tamura Y, Kim Y. Editorial: New insights into the role of mitochondria in muscle pathophysiology. Front 

Physiol. 2023 Feb 7;14:1151120.

Matsunaga Y, Tamura Y, Takahashi K, Kitaoka Y, Takahashi Y, Hoshino D, Kadoguchi T, Hatta H. Branched-chain 

amino acid supplementation suppresses the detraining-induced reduction of mitochondrial content in mouse 

skeletal muscle. FASEB J. 2022 Dec;36(12):e22628.

Uno H, Kamiya S, Akimoto R, Hosoki K, Tadano S, Kouzaki K, Tamura Y, Kotani T, Isemura M, Nakazato K. Low-

frequency electrical stimulation of bilateral hind legs by belt electrodes is e�ective for preventing denervation-

induced atrophies in multiple skeletal muscle groups in rats. Sci Rep. 2022 Dec 8;12(1):21275.

Mano Y, Tsukamoto M, Wang KY, Nabeshima T, Kosugi K, Tajima T, Yamanaka Y, Suzuki H, Kawasaki M, Nakamura 

E, Zhou Q, Azuma K, Nakashima T, Tamura Y, Kozaki K, Nakazato K, Li YS, Kawai K, Yatera K, Sakai A. Oxidative 

stress causes muscle structural alterations via p38 MAPK signaling in COPD mouse model. J Bone Miner Metab. 

2022 Nov;40(6):927-939.

Kotani T, Tamura Y, Kouzaki K, Kato H, Isemura M, Nakazato K. Percutaneous electrical stimulation-induced muscle 

contraction prevents the decrease in ribosome RNA and ribosome protein during pelvic hindlimb suspension. J 

Appl Physiol (1985). 2022 Oct 1;133(4):822-833.

Tamura Y, Jee E, Kouzaki K, Kotani T, Nakazato K. E�ects of endurance training on the expression of host proteins 

involved in SARS-CoV-2 cell entry in C57BL/6J mouse. Physiol Rep. 2021 Sep;9(17):e15014.

Mori T, Ato S, Knudsen JR, Henriquez-Olguin C, Li Z, Wakabayashi K, Suginohara T, Higashida K, Tamura Y, 

Nakazato K, Jensen TE, Ogasawara R. c-Myc overexpression increases ribosome biogenesis and protein synthesis 

independent of mTORC1 activation in mouse skeletal muscle. Am J Physiol Endocrinol Metab. 2021 Oct 

1;321(4):E551-E559.

Kotani T, Takegaki J, Tamura Y, Kouzaki K, Nakazato K, Ishii N. Repeated bouts of resistance exercise in rats alter 

mechanistic target of rapamycin complex 1 activity and ribosomal capacity but not muscle protein synthesis. Exp 

Physiol. 2021 Sep;106(9):1950-1960.

Kotani T, Takegaki J, Tamura Y, Kouzaki K, Nakazato K, Ishii N. �e e�ect of repeated bouts of electrical stimulation-

induced muscle contractions on proteolytic signaling in rat skeletal muscle. Physiol Rep. 2021 May;9(9):e14842.

Tamura Y, Kouzaki K, Kotani T, Nakazato K. Electrically stimulated contractile activity-induced transcriptomic 

responses and metabolic remodeling in C2C12 myotubes: twitch vs. tetanic contractions. Am J Physiol Cell 

Physiol. 2020 Dec 1;319(6):C1029-C1044.

Wakabayashi Y, Tamura Y, Kouzaki K, Kikuchi N, Hiranuma K, Menuki K, Tajima T, Yamanaka Y, Sakai A, Nakayama 

KI, Kawamoto T, Kitagawa K, Nakazato K. Acetaldehyde dehydrogenase 2 de�ciency increases mitochondrial 

reactive oxygen species emission and induces mitochondrial protease Omi/HtrA2 in skeletal muscle. Am J 
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Physiol Regul Integr Comp Physiol. 2020 Apr 1;318(4):R677-R690.

Tamura Y, Tomiya S, Takegaki J, Kouzaki K, Tsutaki A, Nakazato K. Apple polyphenols induce browning of white 

adipose tissue. J Nutr Biochem. 2020 Mar;77:108299. 

Tamura Y. Heat Shock Response and Metabolism in Skeletal Muscle [Heat Shock Proteins and Signaling Pathways. 

Heat Shock Proteins, vol 17]. Springer. 2019 41-52.

Takegaki J, Ogasawara R, Kotani T, Tamura Y, Takagi R, Nakazato K, Ishii N. Influence of shortened recovery 

between resistance exercise sessions on muscle-hypertrophic effect in rat skeletal muscle. Physiol Rep. 2019 

Aug;7(13):e14155.

田村 優樹 . 温熱刺激による骨格筋ミトコンドリアの適応とその分子機構（解説）. 日本運動生理学雑誌 . 2019 

26(1):27-32.

Kitaoka Y, Tamura Y, Takahashi K, Takeda K, Takemasa T, Hatta H. Effects of Nrf2 deficiency on mitochondrial 

oxidative stress in aged skeletal muscle. Physiol Rep. 2019 Feb;7(3):e13998.

16	安達瑞保（体育学部・助教）

Oe M, Sakamoto H, Nishiyama H, Sasahara R, Masuda Y, Adachi M, Nishiyama T. Egg white hydrolyzate reduces 

mental fatigue: randomized, double-blind, controlled study. BMC Res Notes. 2020 Sep 18;13(1):443.

17	鴻﨑香里奈（保健医療学部・助教）

Yoshida Y, Tamura Y, Kouzaki K, Nakazato K. Dietary apple polyphenols enhance mitochondrial turnover and 

respiratory chain enzymes. Exp Physiol. 2023 Sep 1. 

Deguchi M, Homma H, de Almeida KY, Kozuma A, Saito M, Tsuchiya Y, Kouzaki K, Ochi E, Okamoto T, Nakazato 

K, Kikuchi N. Association of MMP3 gene polymorphism and sex on recovery of muscle strength a�er eccentric 

exercise. J Appl Physiol (1985). 2023 Sep 1;135(3):527-533.

Uno H, Kamiya S, Akimoto R, Hosoki K, Tadano S, Kouzaki K, Tamura Y, Kotani T, Isemura M, Nakazato K. Low-

frequency electrical stimulation of bilateral hind legs by belt electrodes is e�ective for preventing denervation-

induced atrophies in multiple skeletal muscle groups in rats. Sci Rep. 2022 Dec 8;12(1):21275. 

Obara H, Tajima T, Tsukamoto M, Yamanaka Y, Suzuki H, Zenke Y, Kawasaki M, Kouzaki K, Nakazato K, Hiranuma 

K, Sakai A. Trabecular Bone Volume Is Reduced, With Deteriorated Microstructure, With Aging in a Rat Model 

of Duchenne Muscular Dystrophy. J UOEH. 2022;44(4):323-330. 

Kotani T, Tamura Y, Kouzaki K, Kato H, Isemura M, Nakazato K. Percutaneous electrical stimulation-induced muscle 

contraction prevents the decrease in ribosome RNA and ribosome protein during pelvic hindlimb suspension. J 

Appl Physiol (1985). 2022 Oct 1;133(4):822-833.

Jee E, Tamura Y, Kouzaki K, Kotani T, Nakazato K. E�ect of di�erent types of muscle activity on the gene and protein 



77

所員業績一覧

expression of ALDH family members in C57BL/6J mouse skeletal muscle. Appl Physiol Nutr Metab. 2022 Jul 

1;47(7):775-786.

Kasai A, Jee E, Tamura Y, Kouzaki K, Kotani T, Nakazato K. Aldehyde dehydrogenase 2 de�ciency promotes skeletal 

muscle atrophy in aged mice. Am J Physiol Regul Integr Comp Physiol. 2022 Jun 1;322(6):R511-R525. 

Tamura Y, Jee E, Kouzaki K, Kotani T, Nakazato K. E�ects of endurance training on the expression of host proteins 

involved in SARS-CoV-2 cell entry in C57BL/6J mouse. Physiol Rep. 2021 Sep;9(17):e15014. 

Kotani T, Takegaki J, Tamura Y, Kouzaki K, Nakazato K, Ishii N. Repeated bouts of resistance exercise in rats alter 

mechanistic target of rapamycin complex 1 activity and ribosomal capacity but not muscle protein synthesis. Exp 

Physiol. 2021 Sep;106(9):1950-1960.

Kotani T, Takegaki J, Tamura Y, Kouzaki K, Nakazato K, Ishii N. �e e�ect of repeated bouts of electrical stimulation-

induced muscle contractions on proteolytic signaling in rat skeletal muscle. Physiol Rep. 2021 May;9(9):e14842. 

Tamura Y, Kouzaki K, Kotani T, Nakazato K. Electrically stimulated contractile activity-induced transcriptomic 

responses and metabolic remodeling in C2C12 myotubes: twitch vs. tetanic contractions. Am J Physiol Cell 

Physiol. 2020 Dec 1;319(6):C1029-C1044. 

Takegaki J, Ogasawara R, Kouzaki K, Fujita S, Nakazato K, Ishii N. �e distribution of eukaryotic initiation factor 4E 

a�er bouts of resistance exercise is altered by shortening of recovery periods. J Physiol Sci. 2020 Nov 4;70(1):54.

Wakabayashi Y, Tamura Y, Kouzaki K, Kikuchi N, Hiranuma K, Menuki K, Tajima T, Yamanaka Y, Sakai A, Nakayama 

KI, Kawamoto T, Kitagawa K, Nakazato K. Acetaldehyde dehydrogenase 2 de�ciency increases mitochondrial 

reactive oxygen species emission and induces mitochondrial protease Omi/HtrA2 in skeletal muscle. Am J 

Physiol Regul Integr Comp Physiol. 2020 Apr 1;318(4):R677-R690.

Tamura Y, Tomiya S, Takegaki J, Kouzaki K, Tsutaki A, Nakazato K. Apple polyphenols induce browning of white 

adipose tissue. J Nutr Biochem. 2020 Mar;77:108299. 

Ochi E, Ueda H, Tsuchiya Y, Kouzaki K, Nakazato K. Eccentric contraction-induced muscle damage in human �exor 

pollicis brevis is accompanied by impairment of motor nerve. Scand J Med Sci Sports. 2020 Mar;30(3):462-471.

Tomiya S, Tamura Y, Kouzaki K, Kotani T, Wakabayashi Y, Noda M, Nakazato K. Cast immobilization of hindlimb 

upregulates sarcolipin expression in atrophied skeletal muscles and increases thermogenesis in C57BL/6J mice. 

Am J Physiol Regul Integr Comp Physiol. 2019 Nov 1;317(5):R649-R661.

18	小谷鷹哉（前体育研究所・助教　現東京大学大学院総合文化研究科・助教）
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induced atrophies in multiple skeletal muscle groups in rats. Sci Rep. 2022 Dec 8;12(1):21275. 
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Appl Physiol (1985). 2022 Oct 1;133(4):822-833.

Jee E, Tamura Y, Kouzaki K, Kotani T, Nakazato K. E�ect of di�erent types of muscle activity on the gene and protein 

expression of ALDH family members in C57BL/6J mouse skeletal muscle. Appl Physiol Nutr Metab. 2022 Jul 
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involved in SARS-CoV-2 cell entry in C57BL/6J mouse. Physiol Rep. 2021 Sep;9(17):e15014. 
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